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木工事途中の『カラパン』
躯体。施工が始まると工程
の進度が早く、完成までの
過程を目にする毎日は感動
の連続だったといいます。

大屋彰［プロダクトデザイン学科／長野県立木曽青峰高等学校卒業］

田中夏未［建築・環境デザイン学科／山形県立山形北高等学校卒業］

4年間の学びと父の夢が結実。地域に愛されるベーカリーが誕生

中学時代に部屋をデザインするという授業を
受けた田中夏未さん。出来上がったものに対
し「これは実際には作れない」と先生から言
われ、本当に実現不可能なんだろうか？と疑
問を持ったことがきっかけで建築、設計の道
へ進み始めました。そんな中、大学4年の春
に父親がホテルベーカリーを辞めて独立開業
を決意。担当である馬場正尊教授にそれを
報告すると、田中さん自身が店舗設計するこ
とを提案され、卒業制作として取り組むこと
になりました。業務用キッチンや排気口など、
大学では細かく学んでいなかった実用的な
部分を、どの様に建物内に納めるのか苦心し

たという田中さん。実際に設計を進める上で
役に立ったのは、アイデアを共有するために
演習で身に付けた模型作りだったそうです。
“ダークブラウンとオレンジを基調としたデザ
イン、隠れ家のような佇まい、南側の大きな
窓……”などのイメージを模型によって具現
化し伝えていきました。「施工は隣にある工
務店、建築申請は3軒隣の1級建築士の事務
所に依頼しました。奇跡的に必要なメンバー
が近くに揃っていて（笑）。私が小さい頃から
知っている人たちなので、やり取りもしやすか
ったです。初めての仕事としてとても恵まれ
ていたと思います」。店舗名『カラパン』のロ

ゴデザインはグラフィックデザイン学科の友
人、藤田淑子さんに依頼。カタカナの鋭角的
なラインとぬくもりあるデザインに、父の浩司
さんも大満足でした。現在、田中さんは週に
2～3度、接客をしながら店舗がどの様に地
域に根付いていくのかをデータ化し、研究を
進めています。「設計者は建物を建ててそれ
で終わりではない」という田中さん。卒業後も
建築デザインに関わっていきたいと話す田中
さんにとって、この卒業制作が継続的なチャ
レンジになっています。 ◎カラパンブログ
URL：http://realyamagata7.blogspot.jp/

インテリア雑貨や家具、文房具はもちろ
ん、衣服や靴、家電、自動車などを通し
て、これからの暮らしのデザインを学び
ます。共感や感動に繋がるモノをデザ
インする上で必要なのは、「モノ」だけ
でなく「コト」も考えること。形や色、素
材それぞれが持つ意味や目的を理解す
るため、基礎から丁寧に学習し、実践
的な専門演習を展開し、豊かな人材を
輩出しています。

プロダクトデザイン学科

「建築」「インテリア」「環境」「ランドス
ケイプ」の4分野を、インテリアデザイ
ンから住宅や公共施設、街や都市、そ
して地球レベルでのエネルギーや環境
施策など様々な視点で学びます。自然
環境豊かな山形は、伝統や都市の規模
を見ても絶好のポジション。震災復興
に伴う集落の高台移転やエコハウスの
建設など、実際に街づくりや建築の提
案にも参画しています。

建築・環境デザイン学科

店舗内を明るく見せる南側
の大きな窓と、日射しや雨を
しのぐオーニング。父親の希
望をヒアリングし、模型にも
しっかり設置しています。

地元企業とのものづくりが刺激に。新たな可能性を探るプロダクトデザイン

WEB 東北パイオニアとのもうひとつ事例を紹介します。

創造力と想像力。目標を胸に芸工大で学んできた成果が、

研究・制作となって実を結ぼうとしています。

1人ひとりが心の奥にあるソウゾウの種を持って入学し、

山形の地で出会った人や自然、多くのものごとと関わり成長してきた豊かな実り。

東北、山形、芸工大が持つ空気感、風土、学生の資質をまるごと味わえる

「ソウゾウの収穫祭」が間もなく始まります。

大屋さんがデザイン検討の
初期段階として描いたスケ
ッチ。豊富な発想の中、すで
にドーナツ型の形状のアイ
デアが浮かんでいます。

「コンセプトがぶれず取り組んでいる
のがすばらしい」「どんどん製品イメー
ジを膨らませてくれることが、我々にと
っても新しい気づきにつながっていま
す」と語る、東北パイオニア技術開発
センターの渡辺輝一所長（右）と、根
岸孝之主事（左）。

「完成した時にはそれまでの
不安が喜びに変わり、パンが
実際に並んだ時には、“始ま
るんだ”とワクワクしました。
方言を使ってパンを作る『カ
ラパン』が、山形らしさを残し
ていく土台となれば」という田
中さん親子。

小学生の頃からものづくりに親しむ一方で、サ
ッカーに夢中だった中学時代にはシューズデ
ザイナーになりたかったという大屋彰さん。高
校生の時にはインテリア科、工芸クラブに所属。
靴だけでない製品デザインの幅広さを知り、プ
ロダクトデザインの道を志し、卒業後は大手
機械製造メーカーに就職予定です。「大学で
は多くのことを学びましたが、一番良かったこ
とは地域に根付いた地元企業と一緒にものづ
くりができたこと。他ではできない経験だと思
います」と語る大屋さん。卒業制作として、東
北パイオニア株式会社（以下、東北パイオニ

ア）が独自開発した技術〈HV T方式〉を用い
た、新しいスピーカーのデザインを提案します。
〈HV T方式〉は、高音質と薄型が両立できる
のが特徴。コイルの水平な動きを、振動板の
垂直な動きに変換する方式で、東北パイオニ
アのコア技術のひとつとのこと。大屋さんは本
社でこの技術を体感し、遠くまではっきりと届く
音の美しさに感激。最先端の技術を用いて従
来にはないインテリア性を考えたスピーカーを
作ることを決意しました。360度の指向性を持
ったスピーカーを向かい合わせて置いた時に
どう聴こえるのか、より自然で心地いい音がす

る可能性を探り、8ヶ月もの間検証を重ねなが
ら完成を目指しています。長期間ものづくりに
取り組む中で得たのは、微細な構造部分まで
考えてデザインすることの重要性。「自分以外
は東北パイオニアさんの技術者、開発者であ
るという環境の中で、今まで自分は0.01mmの

構造まで考えることがなかったと気づきました。
技術者の方の考えに触れることで、ものづくり
に対する考え方が変わってきたと思います」と
いう大屋さん。卒展では多くの来場者の方か
ら反応を得たい、と意気込みを語りました。

展示用のモデルで使用する
パーツの一部。空気の漏れ
をなくすため、プロダクトデ
ザイン学科のコンピューター
制御で木材を切り出す機械
を用いて制作しています。

〈HVT方式〉は、従来には
ない薄さで、スピーカーの形
を自由にすることができます。
大屋さんのデザインは、この
スピーカーを円型に装着。

ソウゾウの収穫祭

店内に並ぶ商品。うつ伏せを
意味する方言「ぬだばる」を
そのまま商品名に。「ぬた（ず
んだ）」の訛りと、うつ伏せの形
をパンにする遊び心が個性的。
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酒と肴の雰囲気を表した親
しみやすいロゴは、グラフィッ
クデザイン学科 2年の古里
凌哉さんの作品。

www.tuad.ac.jp/sotsuten/

映像学科

言語を越えた情報の表現方法と言える
映像は、世界中に感動を広げる力を持
つもの。映像学科では、プロ仕様の機材
と施設を活かし、基礎から映像制作を
習得。アニメーションや映画、CG、写真
などを1年次から横断的に学ぶことで、
独自の表現方法と感性を磨きます。実
社会と直接繋がった学習を通して、社
会で活きるコミュニケーション能力や物
事を調整する力も養います。

大学生が生産者と消費者を結ぶ、
新たな企画「サケ×アテグランプリ2013」

心の奥にあるいくつもの場面を映像化。
大切な仲間と作り上げた「はじまりの後奏曲」

地域の文化財を保存修復する、心と技法。
被災した仏像を3人の力で修復

高校時代からマーケティングに興味があった
という大越智明さんは、オープンキャンパスで
出会った小山薫堂教授のワークショップに感
激し、企画構想学科に入学を決意。“本物の
企画”に触れ多くの刺激を受けながら、卒業
研究として「サケ×アテグランプリ2013」を企
画しました。内容は全国の20歳以上の大学
生を対象に、大学所在地の日本酒（サケ）と
肴（アテ）をプレゼンテーションし、試飲・試食
後に人気投票を行いグランプリを決めるとい
うもの。「好きな酒に関わる企画をやろう」とい
う所からスタートした大越さんは、地元酒店の
協力のもと企画を膨らませていきました。大
学生が地酒と料理を発見し組み合わせて紹

介する試みは、生産者と消費者を結びつける
新しい企画として注目を集め、農林水産省平
成25年度「食と農林漁業の祭典」推進委託
事業に認定。2013年11月16日、17日に渋谷ヒ
カリエで「サケ×アテグランプリ2013」を開催
するにいたりました。会期中は900名程の来場
者が、和やかな雰囲気の中で酒と肴を味わう
文化を楽しみました。「当日は、みなさんの嬉
しそうな顔が印象的でした。この企画は、どこ
の県でもどの酒でもやることができます。次回
もやって欲しいという声が多かったので、今
後の展開も考えていきたいですね」という大
越さん。さらに深い提案を構想中です。
◎URL：http://www.shoku-no-kizuna.jp/

映像学科4年の風間太樹さんが中学時代に
抱いた “テレビ業界で活躍したい”という想
いは、映像学科で学ぶうちに “映画をつくりた
い”という夢に変化。卒業後は大手映像制作
プロダクションに就職予定です。芸工大に入
学し、2年の時に参加した映画づくりプロジェク
トでは、プロの撮影現場やカメラマンとの出会
いが大きな刺激となり「現場でカメラを回した
い」と、より具体的に目標を描く様になりました。
風間さんが卒業制作として取り組んでいるの
は40分の映画作品『はじまりの後奏曲』。立ち
入り禁止になった廃村に隠れ住み、その場所
から離れられなくなっている主人公と、その理
由から解き放とうとする幼馴染みの物語です。

撮影場所に選んだのは、風間さんが大学1年
の時に廃校になった母校、南陽市の旧中川中
学校や小学校のプール。夏祭りの風景も風間
さんにとって懐かしいものだったといいます。
「作品には、自分がいつか撮りたいと思ってい
たいくつもの場面が出てきます。卒業したら地
元を離れると思うと、撮影をしていて心に湧い
てくるものがありました」と、撮影を振り返ります。
協力してくれた仲間たちの存在も、風間さんに
とっては貴重なものでした。「作品の中で主人
公が見つけるものは、実は僕が一番見つけた
かったものかもしれません。この作品を観て、自
分の一番近くにある存在に気づいた瞬間の幸
せを感じてもらえたら」と語りました。

美術史・文化財保存修復学科4年の久保田
玲央さん、橋本彩さん、藤澤明穂さんは、卒
業研究の一環として福島県伊達市の明福院
で被災した仏像を修復しています。「経年に
よる劣化もありますが、東日本大震災の揺れ
によって脆弱になった部分や土台の支えに
欠落があり、触っている間に破壊することが
ないよう細心の注意を払っています」という
藤澤さんは台座修復を担当。欠落箇所を補
填しながら歪みを直し、これからも長く保存
されることを考え、剥落を抑え汚れを軽減し
ています。売り物ではなく信仰対象物を修復
することについて深く受け止めた3人は、明福
院に足を運び、住職や地域の人たちが望ん

でいる仏像の姿を認識しながら慎重に修復
を進めています。仏像本体を担当している橋
本さんは「住職からは全てをお任せいただき
ましたが、その分、責任の重さを感じました。
3人でよく話し合って修復方針を定め、自分
本位な修復にならないように注意していま
す」と話します。欠損部の復元を担当してい
る久保田さんは「ずっと触れていると作品と
の距離が近くなってしまいます。自分の作品
ではなく地域の大切な文化財なので、きちん
とした形にして返したいという想いを大切に
しています」と語りました。4年間学んだ技法、
保存修復に対する理解と真摯な姿勢が結
晶となっています。

来場者の平均滞在時間は
1時間ほど。参加した8大
学の学生が薦める酒と肴を
ゆっくりと楽しんでいました。

大越智明  ［企画構想学科／山形県立北村山高等学校卒業］

風間太樹 ［映像学科／学校法人山本学園高等学校卒業］

久保田玲央  ［美術史・文化財保存修復学科／大分県立芸術緑丘高等学校卒業］
橋本彩 ［美術史・文化財保存修復学科／学校法人明星高等学校卒業］
藤澤明穂 ［美術史・文化財保存修復学科／山形市立商業高等学校卒業］

かけがえのない美術作品や文化財の本物と出会い、感動を得
る機会。この学科では、「絵画修復」「立体作品修復」「保存
科学」「美術史」の4分野を専門的、かつ横断的に学びます。
文化財保存修復研究センターと連携し、全国の美術館などか
ら寄せられる作品の分析・修復に実際に携われる演習の数々
は、芸術の奥深さを理解する貴重な時間となるはずです。

美術史・文化財保存修復学科

優勝したのは、新潟大学の
「鶴齢（かくれい）×鮭の酒
びたし」。地元新潟では夕刊
のトップ記事にも。

映画は1人でつくるものだと
思っていた風間さん。多くの
力の集結によってつくられる
ことを現場で学びました。

彫刻をしていた高校時代に
「作品を残す側になりたい」
と強く想い、保存修復を学ん
だという久保田さん。

事務手続きや PRに企業の
協力を取り付けるなど、いい
経験を積むことができました。
今後に活かしていきたいです。

映像学科の2、3年生や、未
経験者であるにも関わらず
熱心に演技をしてくれた他
学科の学生たち。

寺の装飾が好きだという藤
澤さん。台座の欠損部は、同
じ地域の仏像や他の作例を
調べながら補填しています。

企画構想学科

広告や広報、映像や HPなどのコンテン

ツ企画、企業や商品のブランド戦略など、
あらゆる分野で人や社会を幸せにする
アイデアを実現できる「企画力」と「実
践力」を学ぶ企画構想学科。魅力の引
き出し方や表現方法、コミュニケーショ
ンの手法、時代を見極める感性などを
実例から習得します。諸問題を解決へ
導き、実行する力は実社会で即戦力と
して活きるものです。

東北芸術工科大学 卒業／修了研究・制作展

創造力と想像力は、人間の営みのあらゆる分野において基本となるものです。東北芸術
工科大学は、このふたつの “ソウゾウリョク”を通して人材を育成するという理念を持ち、
オリジナリティある発想で社会と結びつきながら力を発揮できる“豊かな社会人”を輩出
しています。卒業／修了研究・制作展は、学部生は4年間、大学院生は6年間、学生自ら
が積み上げてきた成果を見ていただく機会であり、また他者の目を通して振り返る学び
の場です。山形の環境や風土、この大学だけの空気感、そして東北出身者が多い学生
の資質。それら全てが作品や研究内容にあらわれます。首都圏の学生たちとの違いをぜ
ひ堪能してください。東北、山形をまるごと味わえる卒展になると思います。

宮島達男 ［現代美術家・東北芸術工科大学副学長］

日時：2014年2月11日（火・祝）～16日（日）10:00～17:00　
会場：東北芸術工科大学キャンパス［入場無料］

4年間の収穫は経験豊富な
教授や先輩の存在だという
橋本さん。高校生の時に見た
仏像調査が志望のきっかけに。

2～5ページに掲載している成果を実際にご覧いただけます！

映画制作に関わる全てが楽
しかったという風間さん。撮
影協力してくれた小学校や
中学校にも感謝しています。
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NEWS & TOPICS東北芸術工科大学の「できごと」セレクション
※記載の学生・教員の所属などは、当時のものです。 NEWS & TOPICS

映像学科卒業生の加藤拓人さんの卒業制作映像
作品『それからの子供』が、「第35回ぴあフィルムフェ
スティバル」で入選。東京、名古屋、神戸、京都、福
岡の各都市で2013年9月14日～2014年4月27日に開
催される巡回上映で披露されます。
ぴあフィルムフェスティバルURL：http://pf f .jp/35th/

加藤拓人さんの映像作品が
「ぴあフィルムフェスティバル」で入選

渋谷達郎さんが「2013年度グッド
デザイン賞」を受賞。ベスト100にも選出

現：建築・環境デザイン学科の卒業生で山形県在
住の一級建築士（アーキテクチュアランドスケープ一
級建築士事務所）の渋谷達郎さんが設計した〈古
民家再生・黒谷プロジェクト（旧黒谷家住宅改修工
事）〉（愛知県新城市門谷）が、2013年度「グッドデ
ザイン賞」を受賞。また「グッドデザイン・ベスト100」
にも選出されました。 ◎事業主体名：つげ野の森市
民ネットワーク森と人の会／奥三河発見隊／豊橋技
術科学大学建築サークル ◎分類：住宅・住宅設備
渋谷達郎事務所URL：http://www.alds.jp/top.html

山形市内の映画館を主会場に2013年10月10日～17

日に開催された「山形国際ドキュメンタリー映画祭
2013」に、在学生及び教員が多数参加・協力。映画
祭の恒例プログラム「やまがたと映画」では本学とミ
ラノ大学（イタリア）、中国美術学院（中国）とで意見
交換や映像ワークショップを実施。また「インターナ
ショナル・コンペティション」で学生作品が上映され
たほか、「アジア千波万波」のオープニングムービーも
担当しました。 ◎上映作品：『三人娘の三つの秘密』
齋藤里沙、和田はる菜、二瓶知美（映像学科3年）
／『蟻地獄』広井砂希（同4年）／『Halcyon days』
風間太樹（同4年）／『南相馬市原町区  ぼくの町の
住人』岡達也（大学院1年）／『でいどろ』『雛の首』
舩山寛子（大学院2年）／『時間』『ヘンリー』前田結
歌（大学院2年）／『それからの子供』加藤拓人（卒
業生）／『sha re』中島唯（卒業生） ◎オープニング
ムービー：舩山寛子（大学院2年）
映画祭URL：http://www.yidf f.jp/

山形市南原町の前田地区で地域の方々が大切に保
管されてきた古文書『前田村文書』の調査報告会
「近現代における前田地区の景観と生業」を2013年
10月23日に南原町公民館で開催。2012年から竹原
万雄研究員が学生有志約20名と調査を重ね、明治
期の人々の生活の様子などを報告しました。 ◎主
催：東北文化研究センター／歴史遺産学科

古文書を読み解き、
人々の暮しや地域の景観を
伝える報告会を開催

山形県内の産業や科学技術の発展に貢献した個
人・団体を顕彰する「山形県産業賞」に、〈山形食品
株式会社〉が選出。中山ダイスケグラフィックデザイ
ン学科教授が手掛けた果実飲料『山形代表』など
のデザインと広報戦略が、山形県産農産物の知名
度向上や食品産業のみならず農業の振興に貢献し
たことが高く評価されました。なお、中山教授は同社
が主催する「サン＆リブコンサート2013」でも舞台構
成や演出、監修を担当しています。

中山ダイスケ教授が
山形食品株式会社の
「山形県産業賞」受賞に貢献

エマニュエル・ムホー プロダクトデザイン学科准教授
が設計を手掛けた巣鴨信用金庫の3店舗「志村支
店」、「常盤台支店」、「江古田支店」が、ドイツデザ
イン協議会主催の建築賞「Iconic  Awards 2013」リ
テール部門で受賞。また、2013年10月26日～11月4日
に青山で開催されたデザインイベント「Any  Tokyo」
で、コカ・コーラから発表された新作グラス「Heritage 

Glass」を使ったインスタレーションを発表しました。
URL：http://www.emmanuelle.jp/

エマニュエル・ムホー准教授が建築賞
「Iconic Awards 2013」リテール部門で受賞

プロダクトデザイン学科卒業生、
池田將友さんの小説「弁当男子」出版

2012年創設の小説コンテスト「第1回“Arigato” Novels 

Award（通称・ありがとう大賞）」で特別賞を受賞し
た、現：プロダクトデザイン学科の卒業生  池田將友
さんの作品『弁当男子』が出版。大学で学んだデザ
イン構想の視点を活かした作品が、「物語が面白
く、爽快なサプライズや嬉しい裏切りを埋め込みつつ、
主人公の葛藤やエピソードを描いてゆく過程に、素
直に感動する声が高かった」と審査員から評されて
います。 ◎「弁当男子」／単行本（ソフトカバー）152

ページ／PHP研究所 ◎発売日：2013年11月7日
URL：http://arigato-award.jp/

2013年10月に開催された「山形国際ドキュメンタリー
映画祭2013」の関連企画として、フランス在住のアー
ティスト ジャン＝リュック・ヴィルムート氏による展覧
会「Half  L if e」を2013年10月8日～11月29日にやま
がた藝術学舎で開催。映像学科を中心とする学生
と共に2012年4月に宮城県山元町へ赴き、東日本大
震災で被害に見舞われた人々が町の再生を願い生
きる姿を収めた映像作品などを披露しました。 ◎協
力：山形国際ドキュメンタリー映画祭／宮城県亘理
郡山元町のみなさん 

ジャン＝リュック・ヴィルムート氏が
展覧会「Half  Lif e」を開催

2013年7月27日、28日に開催した高校生対象のオ
ープンキャンパスで、企画構想学科の企画として、
TOK YO FMの番組『ジャパモン』の公開収録を実
施しました。47都道府県の「いい物（モン）」「いい者
（モン）」を発見し、ニッポンを元気にするプロジェクト
番組で、収録した内容は2013年8月4日に全国放送
されました。

企画構想学科がTOKYO FM

「ジャパモン」でワークショップを公開収録

「アーティストになれる人、
なれない人」出版記念
トークショーを開催

副学長の宮島達男教授による著書『アーティストにな
れる人、なれない人』の出版記念トークショーを2013

年10月29日に外苑キャンパスで開催。宮島教授と、
出版に関わった美術ジャーナリストの鈴木芳雄氏が
登壇し、公立学校を中心に日本の美術教育の状況
を踏まえ、“アーティストにならない99％の人への美術
教育の意味”について考察しました。 ◎『アーティス
トになれる人、なれない人』宮島達男／マガジンハウ
ス／1,000円（税込み） ◎発売日：2013年9月24日

高畠石採掘の伝統技術と資源利用による良好な景
観の保全を考える「たかはた石工サミット」を2013

年10月27日に高畠町瓜割石庭公園で開催。江戸期
から続いた高畠石の採掘は途絶えたものの、現在も
「石の町たかはた」として街並の景観を形成していま
す。この高畠の遺産のこれからについて考察しました。
◎主催：文化財保存修復研究センター ◎後援：高
畠町教育委員会 

江戸期から続く
石切りの技が今蘇る
「たかはた石工サミット」

共創デザイン室と山形の企業数社で立ち上げた地
域ブランド〈aGarey〉が1月24日（金）～28日（火）にフ
ランスで開催される、約3,000ブランドが集結する国
際見本市「MAISON＆OBJET」に出展します。海外
出展を通じて山形の製品を世界に発信し、国内外の
販路拡大に結びつけることを目指しています。 ◎参
加企業：株式会社高橋型精（山形市）／有限会社
富士紙器（山形市）／有限会社玉谷製麺所（西川
町）／米鶴酒造株式会社（高畠町）／畳屋道場株
式会社（寒河江市）／三和油脂株式会社（天童市）

産学連携した地域ブランド
「aGarey」が国際見本市
「MAISON＆OBJET」に出展

高校生の視点で社会問題を見つめる
「デザセン2013」優勝校が決定

出羽三山の修験道、世界観を絵画や
彫刻作品で表現。山伏修行体験も

今年で20回目を迎える「デザセン」（全国高等学校
デザイン選手権大会決勝大会）を2013年10月27日
に本館201講義室で開催。一次予選に応募した935

チームの中から選出された12チームの高校生がプレゼ
ンテーションしました。今回は初めて韓国の2チームが

決勝大会へ出場。近似した提案をした2校が、同時
優勝となりました。 ◎優勝：富士北稜高等学校（山
梨県）『Sexchange Day』 渡邉紀子、川口智矢、梶原
みな美／明知高等学校（韓国ソウル特別市）『男女 

CHANGE DAY』 イム・ヨンウ、ゾ・ミンソ、パク・スヨン 

デザセンURL：http://www.tuad.ac.jp/dezasen/

鴻崎正武美術科准教授と深井聡一郎美術科准教
授による、絵画や彫刻作品、インスタレーションの展
覧会「TUAD mixing！ 秘境、その芸術表現」を2013

年11月20日～29日に本館7階ギャラリーで開催しまし
た。本展のために、学生有志と共に出羽三山で山伏
修行を体験。展示では門外不出とされている出羽三
山の修験道の世界観の表現方法も見所のひとつ。ま
た写真家で民俗学者の内藤正敏氏、極地建築家の
村上祐資氏によるアーティスト・トークも開催しました。
URL：http://blog.tuad.ac.jp/mixing/

文芸学科の髙橋佳奈さん、荒川匠さんが
幻冬舎文庫から小説家デビュー

文芸学科3年の髙橋佳奈さんと荒川匠さんが、幻冬
舎文庫から小説家デビューすることが決定しました。
髙橋さんの作品『137億回目の呼吸』は女子中学生
の恋愛を描いた作品で、荒川さんの作品『ガンスミ
ス』はライトノベルズのハードボイルド。どちらも5月頃
に出版予定です。2名同時に在学生が作家としてデ
ビューすることは出版界では異例とのことです。

人の手が伝える魂と技
「クラフトフェア2013 －テトテノマルシェ－」

美術科工芸コースとテキスタイルコースの在学生と卒
業生、教員が、4年毎に開催している展覧会「素材の
展望2013」を2013年11月9日～16日に本館7階ギャラリ
ーで開催。4回目の今回は、卒業生や教員が生み出し
た様々な工芸作品、約100点を展示したほか、約300

点の手作り食器の展示販売「クラフトフェア2013－テト
テノマルシェ－」も初めて開催。卒業生など、人の“手”
によって脈 と々温め守り続けられている工芸の“魂”と
“技”を披露しました。

現代美術の登竜門「VOCA 2014展」で、
田中望さんが「VOCA賞」を受賞

大学院洋画領域2年生の田中望さんが、現代美術の
登竜門とされている40歳以下の有望な作家による平
面作品の公募展「VOCA 2014 展」（The Vision of  

Contemporary  Art）で、大賞にあたる「VOCA賞」を
受賞しました。今年で21年目を迎える同賞では、新進
気鋭の作家33名が出品しています。

小さな山里の芸術祭
「西根ナーレ」に、
在学生、卒業生が多数出展

14名のアーティストによる作品を、市内の店舗や公民
館、空き家などに展示した芸術祭「西根ナーレ」が
2013年10月1日～11月17日に山形県長井市で開催され
ました。この芸術祭に在学生や卒業生も参加し、町の
人 と々の交流から感じた西根の姿を、絵画や彫刻、イ
ンスタレーションとして制作し出展しました。 ◎主催：
縄文と里の暮らしを考える会

山形国際ドキュメンタリー
映画祭2013に参加。
学生作品の上映も

歴史と文化の流れを映す
チャイナドレス約150点を展示

謝黎（Sha  Rei）東北文化研究センター研究員／歴
史遺産学科講師が所蔵する19世紀後半から20世
紀初頭のチャイナドレス約150点による、コレクション
展「北と南の混淆～旗袍（チャイナドレス）に隠され
た近代中国の歴史～」を2013年10月19日～11月5日に
本館7階ギャラリーで開催。歴史と文化の混合を象
徴するチャイナドレスという服飾の時代とともに変化
するデザインから、生活の変遷や歴史が垣間見られ
る展示となりました。 ◎企画協力：神戸ファッション
美術館 ◎主催：東北文化研究センター

国内最大規模の可能性も。
「国指定史跡日向洞窟」発掘調査

長井謙治歴史遺産学科講師を団長に歴史遺産学科
の学生を含めた23名の調査団を組織し、2013年8月30

日～9月13日に「国指定史跡日向洞窟」の発掘調査を行
いました。調査の結果、国内の洞窟遺跡群の中でも最
大規模である可能性がある事が分かり、今後、年代測
定などで科学的な検証を進める予定です。

本学の学生と東北大学の学生が中心となって企画運
営しているTEDxTohokuが主催し、「TEDxTohoku 

2013 まだ見ぬ“みちのく”へ、ともに。」を、こども芸術大
学で2013年10月13日に開催。約100名の方にお越しい
ただきました。「東北から世界へ発信すべきアイデア」
を持つ12組として本学からは、地球温暖化対策や政
策を研究する三浦秀一建築・環境デザイン学科准
教授と、在来作物映画『よみがえりのレシピ』の映画
監督で卒業生の渡辺智史氏が議論に参加しました。
TEDxTohoku URL：http://tedxtohoku.com

/2013speakers/

東北から世界へ発信。
TEDxTohoku2013

「まだ見ぬ”みちのく”へ、ともに。」

山形市を見渡せる眺望持つ学食のゲストラウンジを
開放し、一般の方へ洋風コース料理を提供する企画
「カジュアル洋風コース料理」を2013年9月2日～13日
に実施しました。工芸コースの学生が制作したお皿
に『キングサーモンのパリジェンヌ風』『桃の冷製スー
プ』『国産牛フィレステーキ』などを盛付け2,800円で
提供。例年、予約が埋まる人気の企画となっています。

一般の方を迎える学生食堂企画
「カジュアル洋風コース料理」が大好評

人気漫画家で多摩美術大学出身の古屋兎丸氏を
招き、特別講義「美大を出て漫画家になった理由」を
2013年10月10日に本館1階で開催。自分に適した表現
方法として在学中に漫画家を志した日から、1日15時間
漫画を描き続けたという古屋氏が、「途中で諦めずあ
る程度の境地まで行ってみる」ことの重要性を語りま
した。また綿密な取材を経て描かれた美しい原画も披
露しました。

古屋兎丸氏を招き特別講義
「美大を出て漫画家になった理由」を開講

鈴木隆史さん、中村ゆりさんが
「キトキト環境芸術祭」で準大賞受賞

新庄・最上の自然や文化を魅力的に引き出す「キトキ
ト環境芸術祭2013」が新庄市エコロジーガーデンで
2013年9月1日～8日に開催され、大学院1年の鈴木隆
史さん、洋画コース4年の古瀬志織さん、3年の中村ゆ
りさんが一次審査を通過し出展。鈴木さんと中村さん
の作品が準大賞を受賞しました。

文字のコミュニケーションを主体とした表現技術の発
展をめざす〈NPO法人日本タイポグラフィ協会〉が主
催する「日本タイポグラフィ年鑑2014」で、彫刻コース
卒業生でグラフィックデザイナーの高谷廉さんと、現：
プロダクトデザイン学科卒業生の細谷百代さんがデ
ザインした『TAME ALS YOKOHAMA』がグランプ
リを受賞しました。4月に授賞式が開催予定です。
NPO法人日本タイポグラフィ協会URL：http://www.

typography.or.jp/

卒業生が「日本タイポグラフィ
年鑑」でグランプリを受賞

大学院仙台スクールでは、建物などに立体的な映像
を投影する新しい表現「プロジェクション・マッピング」
の普及に取り組む一般財団法人プロジェクション・マ
ッピング協会の代表理事  石多未知行氏をお迎えし、
公開講義を2013年10月30日に開催。実例紹介と実施
デモをワークショップ形式で行いました。

最先端の
「プロジェクション・マッピング」
セミナー＆ワークショップ開催

福島県から山形県への転入者と、福島県在住のご
家族を対象としたアートピクニック「ふくしましま」を、
2013年11月2日、3日の2日間、村山市農村文化保存
伝承館で開催。山形県出身のアーティスト荒井良二
氏や、料理創作ユニットGomaによるによるワークシ

ョップなどを開催。ピクニックランチや映画上映など、
盛り沢山のプログラムを実施し、両日延べ約300名の
ご家族が参加しました。 ◎主催：東北復興支援機
構TRSO

山形の秋を堪能する、食×アートの
ピクニック「ふくしましま」を開催

南相馬市を中心とする福島県のご家族54名を大学
へご招待する、夏のアート林間学校「キッズアートキ
ャンプ山形2013 木を書いて森をつくろう」を2013年8

月3日、4日に開校。書家の華雪さんを講師にお招きし、
本学周辺の自然豊かな環境の中で自らの気持ちを書
で表現するワークショップを楽しみました。この活動に
は多くの在学生および卒業生がボランティアとして参
加しています。 ◎主催：東北復興支援機構TRSO

気持ちを表現する
「キッズアートキャンプ山形2013」開催

前田哲映像学科准教授が、〈日本フルハップ公益
財団法人〉〈大阪ガス〉〈住友スリーエム株式会社〉
などの企業C Mを多数手がけ、放映されています。 

◎日本フルハップ公益財団法人『宣言篇』（60秒）
『助成篇』『福利厚生篇』『ケガの補償篇』（30秒） 

◎大阪ガスCM『家族をつなぐ火  母のしょうが焼き
篇』（60秒／30秒） ◎住友スリーエム株式会社CM

『FUTUROサポーター登場篇』（15秒）

前田哲映像学科准教授が
手がけた企業CM作品が
多数放映中

東京都美術館で2013年9月1日～16日に開催された
「再興第98回 院展」で日本画コースの在学生、卒業
生が多数入選。山形美術館にも2013年10月19日～
11月4日に巡回されました。 ◎出品：番場三雄美術科
教授（招待）／谷善徳美術科准教授（特待・無鑑
査）／高橋誠（以下、卒業生）／中井香奈子／鬼塚
堅太／高橋一徳／北野有里子（初入選）／山口裕
子（大学院博士課程）／宮本彩佳（以下、大学院1

年生／初入選）／古田和子 ◎主催：日本美術院
URL：http://nihonbi jutsuin.or.jp

現：映像学科卒業生の室谷心太郎さんが制作し
た、空想怪奇特撮ドラマの設定を援用したラブスト
ーリー短編映画『平成アキレス男女』が、2013年8月
10日～10月27日に開催された「あいちトリエンナーレ
2013」で披露されました。
URL：http://aichitriennale.jp/

再興第98回院展に、
日本画コースの学生、
大学院生、教員が多数入選

室谷心太郎さんの短編映画が
「あいちトリエンナーレ2013」で上映

現代美術家として作品を発表する大学院修了生の
近藤亜樹さんが、2013年9月14日～11月24日に札幌
で開催された現代美術コレクター高橋龍太郎氏によ
る展示「マインドフルネス」に出品。また女性ファッシ
ョン誌『FIGARO No.448』の小特集「culture」の紙
面で、旬の現代アート作家として紹介されました。 

高橋コレクションURL：http://www.takahashi-collection.

com/

現代美術家の近藤亜樹さんが
「高橋コレクション展」に出品
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「みちのおくの芸術祭 山形ビエンナーレ2014」
を構想したのは、東日本大震災のすぐ後です。
私が学長に就任したのが2011年の4月でした
から、芸術はこの事態に対応できるのか、“東
北”の名前を冠した大学ができることは何か、
を問いかけられていると思いました。身体を
動かしてボランティア活動を行い、被災者の
声に耳を傾けて、その先に何ができるのか。
東北の地に何をお返しし、どういう力になれ
るのか。産学連携や公開講座など地域と密
接に関わっている本学が、オープンに構える

だけでなくもっと直接関わり合えば、芸術の
力が人や地域に直に作用して新しいエネル
ギーが生まれ、地域再生の力となるのではな
いかと考える様になりました。山形には豊か
な自然と脈 と々受け継がれてきた歴史、文化
的土壌がありますが、その魅力を外に伝えた
り誇ったりする人はあまり多くはないようです。
山形で暮らす人々が芸術によって目覚め、地
域を再発見し、そこで生まれた文化や精神
エネルギーのバトンを次世代に残していけた
らいいなと思い、最初のボールを投げてみる

ことにしたのです。「山形ビエンナーレ」は、
期間中にアート作品を鑑賞するだけではなく、
いろいろな世代の方が一緒に体感し創り上
げる芸術祭です。昨年末から開催中のコミュ
ニティスクール「みちのおくつくるラボ」では
既に、アーティストと市民の方々が一緒に準
備を進めています。この芸術祭を通して1人
ひとりの想いや力が社会に還元され、次につ
ながっていくことを期待しています。 

◎山形ビエンナーレUR L：ht t p:/ /bienna le.

tuad.ac.jp/

●佐藤志保さんが個展「クリテリオム」を開催
映像学科卒業生で学科副手の佐藤志保さんが、新作シリーズ6点を出品。
日時：2013年11月16日（土）～2014年2月2日（日） 会場：水戸芸術館現代美術ギャ
ラリー（水戸市五軒町1-6-8） 入場料：800円（「ダレン・アーモンド」展入場料に含む）  

水戸芸術館URL：http://arttowermito.or.jp/

●一般入試（前期）／センター試験利用入試（1科目）出願受付中
殆どの学科で教科科目のみで受験可能です！
出願期間：1月10日（金）～23日（木）  試験日：1月31日（金）

●センター試験利用入試（2科目前期）
殆どの学科でセンター試験の結果を利用して受験可能！
出願期間：1月10日（金）～27日（月）  試験日：個別試験なし

●1年生演習課題作品展「これは本ではない」
日時：1月21日（火）～27日（月）10:00～18:00　会場：本館ラウンジ／入場無料
○公開講評会 1月21日（火）、22日（水）両日14:00～16:50

●2年生修了作品展「山形の冬の魅力を伝えるデザイン」
日時：1月24日（金）～31日（金）10:00～18:00　会場：スタジオ144／入場無料

●そらと丘の工作室「オリジナルのソリを作って遊ぼう！」
事前お申込みが必要です。詳しくは大学HPをご覧ください。
日時：2月11日（火・祝）10:00～12:00  会場：悠創館（山形市上桜田366番地）  

対象：こども（幼児は保護者同伴）  定員：25名  ※スキーウェア、防寒着等ご用
意ください。  講師：花澤洋太  総合美術コース准教授  参加費：1人500円

●卒業／修了研究・制作展
詳細は本紙5ページ、および大学HPをご覧ください。
日時：2月11日（火・祝）～16（日）10:00～17:00  会場：東北芸術工科大学

●一般入試（後期）／センター試験利用入試（2科目後期）
2014年度入試最後の入試です。
出願期間：2月22日（土）～3月10日（月）  試験日：3月16日（日）／センター試験利
用入試は個別試験なし

●東北芸術工科大学卒業・修了展［東京展］
2013年度卒業／修了研究・制作展の作品から、美術科の選抜作品が一堂に会
します。ゲストトークなども検討中です。追って大学HPにてご案内いたします。
日時：2月23日（日）～27日（木）9:30～17:30  会場：東京都美術館ロビー／第3、
第4展示室／ギャラリーA  出展学科：美術科  

○オープニングパーティ：2月23日（日）17:00～（要会費）

●平成25年度 卒業式・修了式
式終了後、本館の教室で各学科・学系・コースの学位記授与を行います。詳細
は別途対象の方へお送りするご案内をご確認ください。
日時：3月21日（金・祝）10:30～　会場：東北芸術工科大学体育館

●受験生応援レクチャー「失敗しない大学選びの極意！」
将来の夢や就職活動を見据えた進路選択・大学選びのポイントを解説。2014年
第一弾となる芸工大進学説明・見学会を同時開催します。
日時：4月2日（水）10:00～16:00  会場：東北芸術工科大学　
高校生の来場特典：限定「芸工大AO合格ハンドブック」プレゼント
交通：山形駅前、仙台駅前より無料送迎バスを往復運行

●平成26年度 入学式
平成26年度  入学式を以下の通り執り行います。詳細は別途対象の方へお送り
するご案内をご確認ください。
日時：4月6日（日）10:30～  会場：東北芸術工科大学体育館

●グラフィックデザイン学科3・4年合同企画展 

GR APHIC PRESENTATION 2014
日時：5月16日（金）～25日（日）9:00～19:00（土曜は17:00まで）※18日（日）休館
会場：本館7階ギャラリー／入場無料

●春のオープンキャンパス2014 

学科コースがまる分かりの充実企画で高校生、受験生の皆さんをお待ちしています。
日時：5月25日（日）10:00～16:00  会場：東北芸術工科大学

●グラフィックデザイン学科3・4年合同企画展
GRAPHIC PRESENTATION 2014 ［仙台展］
日時：6月6日（金）～10日（火）10:00～19:00  会場：せんだいメディアテーク5階ギ
ャラリーC／入場無料
○グラフィックデザイン学科入試相談会同時開催   日時：6月7日（土）、8日（日）
10:00～19:00  グラフィックデザインのレクチャー、ゲストトークなども開催予定

●夏のオープンキャンパス2014

学科コースがまる分かりの充実企画で高校生、受験生の皆さんをお待ちしています。
日時：8月2日（土）・3日（日）10:00～16:00  会場：東北芸術工科大学

ゼロからビエンナーレをつくる

「みちのおくつくるラボ」開講中。

 山形の皆様と一緒につくる
「山形ビエンナーレ」
東北の魅力をアートの力で掘り起こし、全国へ、世界へ、発信する
「みちのおくの芸術祭  山形ビエンナーレ2014」。
開催期間は2014年9月20日より10月19日まで。
山形の歴史・文化の象徴として広く県民に親しまれている
文翔館を主な会場に、国内外からお招きするアーティストと
地域の皆様とで共に創り上げる芸術祭を目指します。

“旅の本をつくる”というテーマで、「山形ビエンナーレ2014」
公式ガイドブックを制作している〈BOOK  L ABO.〉。受講者
それぞれの視点で山形に息づくモノ・ヒト・コトを集め、既存の
本には載っていない新しい切り口のガイドブックを目指します。
講座では、1人ずつ本に求めるものを考え発表し意見を共有。
グループに分かれて活発に意見を交わす中、イラストレーター
の平澤まりこ氏とライターで編集者の上條桂子氏は、ナビゲ
ーターとして細やかにサポートしています。「自分の言葉で自
分の山形を語ることで、ご自身にも新たな魅力が見えてくると
思います。受講者の方はどなたもしっかりとした本のビジョン
を持っていて、熱量の高さを感じました。いい本になる予感が
しています」という平澤氏。〈BOOK  L ABO.〉はひとつのチー
ムとして動き出しています。

「それぞれの山形を掘り下げ、他の受講者と
意見を交わす工程も本の一部。この講座が
山形について知るいい入り口になればいい
ですね」平澤まりこ（講師・イラストレーター）

「一冊の本をきっかけに鹿児島に一人旅を
したことがあります。山形のおもしろさを伝
え、そんな風に心を動かす本づくりがした
いです」岩井巽（学生／山形市）

※ f acebookにラボのレポートを掲載中です。
第1期受講生の募集は終了しています。

BOOK L ABO. ｜ 旅の本をつくる
平澤まりこ［イラストレーター］ × 上條桂子［ライター、編集者］

山形の食文化を活かしたメニュー開発から食のまわりのコーデ
ィネート、子どもが喜ぶインテリアまで、芸術祭で開くカフェ全
体をデザインするのが〈FOOD L ABO.〉です。受講者と一緒
に考えていくのは、料理創作ユニットGomaと、フードデザイナ
ーの中山晴奈氏。Goma中村亮子氏は「雪深い山形には、保
存食など人の知恵による食文化がありますね。おいしくて、い
いものがたくさん眠っているイメージ。山形のみなさんとつくる
カフェは、あたたかい想いやつながりが感じられる場所になる
のでは」と語っています。講座では、スクール終了後にみんな
で一緒に食べられるものを作りたい、というアイデアから果実
酒を作りにも挑戦。受講者は、リンゴ、カリン、カワラグミなど地
域で獲れた果実を持ち寄り、いきいきとした表情で地域の
“食”と向かい合っていました。

FOOD L ABO. ｜ カフェをつくる

「山形の方は食に対する意識がとても強く、
ディスカッションをすると食に関するボキャ
ブラリーも豊富で、こちらが驚かされます」
中村亮子（講師・料理創作ユニットGoma）

「子どもと郷土をつなげていきたいという想い
から参加しました。アイデアを膨らませ、世
代を越えて楽しめるカフェを作りたいです」
今奈美絵さん（給食センター勤務／山形市）

「大学時代に芸術を学んだこともあり、芸術
を通して社会とつながりたいと思い参加。高
齢者も進んで足を運ぶイベントを考えます」
山川睦美（主婦／山形市）

Goma［料理創作ユニット］ × 中山晴奈［フードデザイナー］

〈ART L ABO.〉は、市民プロジェクトとして芸術祭の中で1ヶ

月間のアートイベントを実現すること、絵本作家・荒井良二氏
の展示企画をミッションとして取り組んでいます。講座では、
隣の人に似合うヒゲを描く遊びやジェスチャーゲームなど、自
分たちで新しくルールを作って全体でやってみる試みも。様々
な視点から企画を出し合い、お互いの意見を認め合いながら
魅力的なアートフェスの創出を目指しています。

ART L ABO. ｜ アートフェスをつくる

「地域の人がつくり受け取るアートフェス。出
会った人や作品、地域が関係性を築き、残
ってつながっていく有機的なイベントにした
いです」小板橋基希（講師・デザイナー）

宮本武典［キュレーター］ × 小板橋基希［デザイナー］

EVENT SCHEDULE

※在学生や卒業生の方からのイベントなどの告知や、受賞情報をお待ちしてお
ります。広報室へお気軽にご連絡ください。また、日程や掲載内容は変更にな
る場合がありますので、HPなどで事前にご確認願います。

子どもと地域と芸術の力で、共に創る未来。最初の一歩。
東北芸術工科大学  学長　根岸吉太郎
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芸工大広報誌のタイトルは「g g」。最初の「g」は芸工大のgであり、もうひとつの「g」
は芸術市民のg。文化的志向を持つ皆さんを「芸術市民」と名付けました。あの絵が
好き！ このデザインかっこいい！ 景観がきれい！ こんな風に日常の中で感動できる人
は立派な芸術市民。そんな芸術市民のみなさんと芸工大が、「＋」より強い「 」で結
ばれることで、新しい何かを創り上げていきたい、そんな思いを込めて「g g」、親し
みを込めて「ジー・ジー」と呼んでください。
広報室では、「g g」を置いていただけるショップやギャラリーなどを随時募集中です。

R286R13R112

山形県庁

平清水
滝山小学校

山形市役所 諏訪
神社

山形大学

文翔館

第六中

やまがた

藝術学舎

ヒルズサンピア山形

悠創の丘

JR山形駅

至酒田 山形蔵王IC

山形大学医学部至福島

至仙台・秋田N 山形自動車道

至仙台

とは

【芸術学部】文芸学科、美術史・文化財保存修復学科、歴史遺産学科、美術科［総
合美術／日本画／洋画／版画／彫刻／工芸（漆芸、陶芸、金工）／テキスタイル］
【デザイン工学部】コミュニティデザイン学科※、企画構想学科、プロダクトデザイン
学科、建築・環境デザイン学科、グラフィックデザイン学科、映像学科、メディア・コ
ンテンツデザイン学科
【大学院芸術工学研究科】博士後期課程  芸術工学専攻、修士課程［芸術文化専
攻／デザイン工学専攻／デザイン工学専攻  仙台スクール］
【研究機関】やまがた藝術学舎［共創デザイン室／東北復興支援機構TRSO］、
東北文化研究センター、文化財保存修復研究センター、こども芸術教育研究セン
ター、デザイン哲学研究所、東アジア芸術文化研究所
※2014年4月開設

東北芸術工科大学

大学周辺マップ

WEB
g gオフィシャルサイト http://blog.tuad.ac.jp/gg/

Design：Chika  Okuyama （FLOT） / Main photograph：Hiromi Seno （FLOT） / Illustration：Rie Mochizuki / Text：Akiko Kanbayashi / Edit  support：Masako Higuchi （TUAD） / Direction：Kenji Naka jima （TUAD）

芸術学科（現：美術史・文化財保存修復学科／歴史

遺産学科）卒業生の柴崎由美子さんが事務局を務め

るAble Art  Company（エイブルアート・カンパニー）は、

障害とアートを軸に多様な存在を認める社会づくりを目

指し、障害のある人の作品を商品デザインに使用する

ことを仲介して仕事につなげています。アーツ千代田

3331内にある東京事務局では、作品展示や商品販売、

ワークショップやセミナーを開催。2013年12月5日から25

日の期間中は、ショップ形式の「HUMOR A～つながる

プレゼント～」を実施し、多くの関心を集めました。大

手企業や地域の特色ある素材と技術がアーティストの

感性と結合し、魅力的な商品を生み出しています。

WEB Able Art  Companyの活動と仙台での展示の様子をご紹介しています。

障害のある人のアートを魅力的な商品にデザイン。多様な存在を認める社会を目指しています。
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昨年の11月3日、「月山青春音楽祭2013」が旧西山小学校
（西川町）で開催されました。“日本に音楽文化を根付かせ
たい”寺岡呼人氏の熱い思いから生まれた世代を越えたこ
のイベントは、今年で2回目。企画構想学科3年（通称：
Cirius）が平原綾香氏、K AN氏のライブ、レコード展等を企
画・運営。1日限りの音楽祭は感動とともに幕を閉じました。

イベント当日の様子をご紹介いたします。

“家族” がテーマの「月山青春音楽祭 2013」
廃校を舞台に世代を越えて音を楽しみました。

表紙のアート

TUAD IS HERE
●日常の中の芸工大


